新潟県｢フッ素洗口推進｣条例にかかわる新聞報道から
新潟県で自民党と公明党が議員発議として提案した「新潟県歯科保健推進条例」が2008年６月県議会で可決されました。その中に「フッ化物応用の推進」が明記されています。本誌前号で紹介したように、「フッ素を考える新潟連絡会」有志は、フッ素は危険性が指摘されており条例に明記するのは問題だという意見書を提出したのですが、まったく考慮されませんでした。以下、新聞報道です。
新潟県歯科保健推進条例から抜粋（2008年7月22日施行）
	（基本的施策の実施）
第10条　知事及び県教育委員会は、県民の歯・口腔の健康づくりを推進するための基本的施策として、次に掲げる事項を実施するものとする。
(1) 県民の歯・口腔の健康づくりの推進に資する情報の収集及び提供並びに関係者の連携体制の構築に関すること。
(2) 市町村長、市町村教育委員会及び関係者が行うフッ化物応用等のむし歯の予防対策の効果的な実施の推進に関すること。

(3) 市町村長、市町村教育委員会及び関係者が行う母子保健、学校保健、成人保健、産業保健、高齢者保健等を通じた生涯にわたる効果的な歯・口腔の健康づくりの推進に関すること。
(4) 障害を有する者、介護を必要とする者等に対する適切な歯・口腔の健康づくりの確保及び推進に関すること。
(5) 歯・口腔の健康づくりに携わる者の確保及び資質の向上に関すること。
(6) 歯・口腔の健康づくりの効果的な実施に資する調査研究の推進に関すること。
(7) 前各号に掲げるもののほか、歯・口腔の健康づくりを推進するために必要な施策の推進に関すること。

２　（略）



